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大 学 史 研 究 通 信 
第 89 号 2017 年 7 月 15 日（金） 

大学史研究会 

第 89 号の内容：会員ニュース・新入会員自己紹介・会費納入のお願い・大学史勉強会のお

知らせ・2017 年セミナーのお知らせ・『大学史研究』編集委員会からのお知らせ・事務局か

らのお知らせ・大学史研究会事務局員一覧 

 

訃報 皆川卓三先生 

大学史研究会名誉会員の皆川卓三先生（神奈川県立衛生短期大学元学長・名誉教授）が、

2017 年 6 月 17 日に享年 94 歳でご逝去されたとのご連絡を、ご子息の皆川龍三様からいた

だきました。『大学史研究』第 18 号によりますと、皆川先生は山形大学教育学研究室に在職

されていた 1968 年に同年 10 月、鎌倉で行われた第 1 回大学史セミナーに参加されました。 

当時ラテン・アメリカ教育研究（『世界教育史大系 ラテン・アメリカ教育史』（1975 年・

講談社）として出版）をされていた皆川先生を、故横尾壮英先生がお誘いになったようです。

以後ラテン・アメリカ大学史に関する論考を『大学史研究通信』や『大学史研究』にも多数

執筆されるとともに、初期の大学史セミナーの記録を『大学史研究通信』に報告されていま

す。寺崎昌男先生は『大学史研究』18 号において、創設の世話人「四人組」という言葉を紹

介されます。その 4 人とは、大学史研究会創設時にご尽力された横尾先生、故中山茂先生、

寺崎先生、そして皆川先生です。 

改めて皆川先生のご冥福をお祈りいたします。 

（事務局代表：岡田大士） 

 

会員ニュース 

異動のあった会員 

井上 美香子 会員 

新所属：福岡女学院大学 福岡女学院資料室 

 

新 入 会 員 

 野村 由美 会員（学生） 

所 属：東京大学大学院 教育学研究科大学経営・政策コース修士課程 

     一橋大学創立150周年史準備室 編纂委員 

 研究テーマ：商業教育史 一橋大学大学史 

 

新入会員自己紹介 

野村 由美 会員 

新しく入会いたしました野村と申します。一橋大学で設立150周年史の編纂メンバーに加え

て頂いており、商業教育史を中心に研究しております。日本において商業教育が高等教育に

組み込まれていく過程は、実学と教養の対立と葛藤の歴史であり、現在のホットイシューに

繋がります。 

 修論は、戦後新制大学になった折、当時の学長上原専禄が掲げた一橋大学の四学部構想（上

原構想）に取り組んでいます。特に社会学部にフォーカスした内容になる予定です。いろい

ろご教示賜りたく思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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＜異動に伴う会員情報更新の届出をお願いいたします＞ 

 所属や住所等に変更のある会員は、事務局までご一報ください。ホームページ掲載の「事

務局連絡先」フォーム、あるいは年会費払込票（郵便口座）の「通信欄」を利用することも

可能です。 

 また、今後は会員の皆様への連絡を、「通信」と併せてメールで配信していくことも検討

しております。事務局へのご登録が旧アドレスのままの方や、メールアドレスの登録をされ

ていない方はご連絡いただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

（会員情報担当：浅沼薫奈） 

 

2017 年度会費納入のお願い 

今年度の年会費納入についてお願いのご連絡を申し上げます。大学史研究会の実収入は、

会員各位からの年会費に大きくよっております。昨年度の年会費納入率は、現時点で 87％と

過去数年に比べ改善しており、会員の皆様の円滑な研究会運営へのご協力に感謝を申し上げ

ます。引き続き、大学史研究会の発展と円滑な運営のため、会員各位のご理解ご協力をお願

い申し上げる次第です。年会費の納入の詳細につきましては、同封の納入依頼通知をご覧願

います。 

年会費は 5,000 円です。なお、大学院等在学あるいは日本学術振興会特別研究員の各位に

は、「院生・学生会費」として 3,000 円が適用されております。また、過年度分年会費未納の

会員には、未納年度と本年度会費分を含めた金額総計を通知しております。年会費を 3 ヶ年

度分以上滞納されている会員には、研究会の継続参加のご意志を年会費納入によって確認で

きるまでは、大学史研究会からの諸連絡、「研究通信」、「大学史研究」(紀要)等の発送の停止

が決定しております。該当する会員へのご連絡通知には、これに関する事項が記載されてお

りますのでご留意願います。なお、本通知依頼発送と入れ違いに年会費を納入いただきまし

た場合には、何卒ご容赦のほどお願い申し上げます。 

 

―― 年会費納入払込先 ―― 

郵便振替口座 ： 大学史研究会  口座番号 00120-3-47583  

または   

銀行口座     ： 大学史研究会  三井住友銀行 池袋東口支店（店番 671） 

                       普通預金（口座番号 3456109） 

 

    （会計担当：山崎慎一） 

 

大学史勉強会のお知らせ 

大学史に関する基礎知識の共有を目的に、月一回程度（月末の木曜または金曜）研究会を

行うことにしました。海外の大学史の文献紹介を中心に進め、 必要があれば研究者の発表（学

会発表練習等）の場ともしたいと思います。 

 当面は、下記の大学史に関する論文集から、興味関心のある論文を選択して紹介し、多少

議論できればと考えています。次回は主に、担当決めを行う予定です。 

Roy Lowe ed., The History of Higher Education: Key Themes, London,2009. 

ISBN:9780415384698 

本企画は、大学史に関心をもつさまざまな領域の研究者交流を目的とする公開企画ですの

で、会員以外の方々にも積極的にお声をかけていただければ幸いです。詳細については、以

下のメールアドレスにお問い合わせください。 
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 次回以降参加を希望される方には、目次をお送りします。また、当該の書籍をお持ちでな

い方で論文紹介に挑戦したい方は、大学史研究会事務局までご連絡ください。 

 

次回勉強会の予定 

8 月 3 日（木）19:00～ 

中央大学後楽園キャンパス 3 号館 3 階 3308 教室 

紹介予定の論文（紹介者） 

・R. D. Anderson, “The Growth of a System,”The History of Higher Education: Key 

Themes. (Vol. I The origins and dissemination of the university ideal), pp.220-235. （山本

尚史） 

・John Henry Newman, “Knowledge its own end,” The History of Higher Education: Key 

Themes. (Vol. II The nature of the university ideal), pp.36-51. （加藤雄大） 

（事務局代表：岡田大士） 

 

2017年セミナーのおしらせ 

今年度セミナーは香川大学の山本珠美先生に会場をご準備いただくことになりました。日

程は 11 月 18 日（土）・19 日（日）です。会場は香川大学生涯学習教育研究センターを予定

しています。セミナーのテーマ等は検討中です。なお、自由研究発表は通常通り開催予定で

すので、発表のご準備をお願いいたします。 

 

『大学史研究』編集委員会からのお知らせ 

『大学史研究』26 号の編集作業が遅延していることをお詫びいたします。古屋野編集委員

長・紀要担当の岡田との連携がそれぞれの校務との関係でうまくいかなかったことが主な原

因です。8 月に原稿を出版社に収め、遅くとも 10 月までに発行できますように、作業を進め

ております。 

また 27 号に関しては、編集体制を再検討し、定期刊行ができるよう改善してまいります。

原稿受付日を明確することもご指摘いただいております。27 号以降の特集の持ち方など、出

版社と相談しながら検討してまいります。 

（紀要担当：岡田大士） 

 

事務局からのお知らせ 

前回の『大学史研究通信』において、香川での開催について、「四国初のセミナー開催」で

ある書いたところ、実は愛媛県大洲市でも 1974 年 1 月に第 10 回セミナーを開催されていた

とのご指摘をいただきました。不勉強を露呈してしまい、お恥ずかしい限りです。ここにお

詫び申し上げます。一方で、初期は『大学史研究通信』の復刊があるものの、『大学史研究』

創刊後、大学史セミナーの開催地一覧、事務局の担当者の変遷までを一覧できるものがない

ことに気づきました。また、現在の 30 代～40 代の会員に向けた「『大学史研究会』史」のよ

うな記事があってもよいのではと思いました。『大学史研究』よりも本誌に向くテーマかと思

います。ご寄稿いただければ幸いです。 

どうなるかと心配であった勉強会も、論文紹介の形で始めることができそうです。今回扱

う書籍は、118 本の論文が 5 つのテーマに分冊となっている大部なものです。まずは報告者

の興味関心から、18 本の論文を選択して紹介してみようということになっております。将来

的には紹介した内容を公開・出版できればとも考えておりますので、ぜひご参加ください。 
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最後に、紀要の刊行が大幅に遅れ、学術活動を進めていく団体として、大変困難な状況に

至っていることはお詫び以外の言葉がありません。充実した学術活動ができるよう、事務局

体制の見直し・再構築を検討してまいります。                          

（事務局代表：岡田大士） 

  

退会者の報告 

 2017 年 3 月末をもって、下記の方が退会されました。本会の活動にご協力賜りまして誠に

ありがとうございました。厚く御礼申し上げます。 

 

 加藤 詔士 会員 

 榑松かほる 会員 

 森  良和 会員 

 

編集後記 

 通信第 89 号をお届けいたします。大学史勉強会に参加させていただいていますが、勉強不

足を痛感いたします。しかし自由闊達な雰囲気の中で議論ができることは何よりも楽しい時

間です。皆さま是非ご参加ください。 

次号は 9 月末を予定しております。セミナーの詳細をお届けする予定です。 

（通信担当：山本尚史） 

 

『大学史研究通信』第 89 号の編集は、事務局・山本尚史が担当いたしました。 

連絡先：yamamoto.hisashi＠nagasaki-joshi.ac.jp 

『大学史研究通信』第 90 号は、2017 年 9 月 30 日発行予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学史研究会事務局 

<事務局連絡先> 

〒192-0393 東京都八王子市東中野 742-1 

中央大学法学部 研究室受付 岡田大士気付 大学史研究会 

Tel&Fax: 042-674-3151 E-mail: daishi＠home.nifty.jp 

ホームページ http://daigakushi.jp/ 

事務局へのお問い合わせは、なるべく下記代表 E メールアドレスまでお願い致します 

E-mail: jshshe＠daigakushi.jp 

 

大学史研究会事務局員（五十音順） 

浅沼 薫奈（大東文化大学）     岡田 大士（中央大学） 

長谷部 圭彦（早稲田大学）     深野 政之（大阪府立大学） 

船勢 肇（大阪芸術大学・阪南大学） 山崎 慎一（桜美林大学） 

山本 尚史（長崎女子短期大学） 

 

http://daigakushi.jp/

